
「
第
２
の
学
力
」→
「
知
的
好
奇
心
」

鐘
中
だ
け
で
は
な
い
か
と

「
探
究
心
」
を
育
て
る
授
業
の
創
造
に

思
い
ま
す
。
当
日
は
、
コ
ン

向
け
て
！

ピ
ュ
ー
タ
教
育
の
大
御
所

で
あ
る
東
京
工
業
大
学

ま
だ
活
用
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

名
誉
教
授
、
メ
デ
ィ
ア

実
践
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
よ
り
豊
か
な

教
育
開
発
セ
ン
タ

活
用
方
法
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

ー
理
事
長
の
清
水

て
い
ま
す
。

康
敬
先
生
も
午

前
中
の
授
業
す
べ

て
を
見
学
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

墨
田
区
教
育
委
員
会
か
ら
は
、
高
林
真

理
教
育
委
員
長
、
久
保
孝
之
教
育
長

も
お
出
で
に
な
り
ま
し
た
。

な
ぜ
「ｅ
ー
黒
板
」な
の
か
】

校
長

渡
部

昭

【学
力
低
下
問
題
か
ら
発
し
た
学
力

今
年
度
、
東
京
都
教
育
委
員
会
「
情
報

向
上
の
へ
の
取
り
組
み
は
緊
急
の
課
題

モ
ラ
ル
教
育
実
践
モ
デ
ル
校
」
、
墨
田
区
教

で
す
。
学
力
問
題
で
一
番
問
題
と
し
な

育
委
員
会
「
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
推
進

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
生
徒
の
学

校
」
の
指
定
を
受
け
、
四

習
意
欲
の
向
上
で
す
。
学
習
意
欲
の
向

月
か
ら
研
究
を
開
始

上
で
求
め
ら
れ

し
、
十
月
十
六
日
（
日
）

て
い
る
も
の
は
、

に
一
年
次
の
研
究
発
表

生
徒
が
意
欲
的

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

に
学
習
に
取
り

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
の
ご

組
む
授
業
の
創

協
力
も
頂
き
、
盛
会
裏
に
終
え
る
こ
と
が

造
で
す
。

で
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
当
日
は
、
全

イ
ギ
リ
ス
や
カ
ナ
ダ
で
は
、
電
子
情

教
科
で
電
子
情
報
ボ
ー
ド
を
活
用
し
た
授

報
ボ
ー
ド
は
生
徒
の
学
習
意
欲
の
向

業
を
公
開
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
多

上
、
授
業
改
善
に
有
効
な
ツ
ー
ル
と
し

分
、
公
立
中
学
校
で
す
べ
て
の
教
科
で
電

て
積
極
的
に
導
入
し
活
用
さ
れ
て
い
る

子
情
報
ボ
ー
ド
を
使
用
し
て
い
る
学
校
は

よ
う
で
す
。

「
ｅ
ー
黒
板
が
授
業
を

変
え
る
」

○
電
子
情
報
ボ
ー
ド
を
活
用
し
た

授
業
の
提
案

○
情
報
モ
ラ
ル
を
身
に
つ
け
た

ネ
ッ
ト
社
会
の
歩
き
方

＜研究主任ー大塚先生＞

＜ ＞パネルディスカッション

「情報モラルとは！」

＜社会：中島先生＞
＜国語：関本先生＞

＜理科：五百川先生＞

＜情報モラル：技術：大塚先生＞

＜美術：吉住先生＞
＜情報モラル：道徳：伝先生＞

＜数学：小林先生＞

＜情報モラル：音楽：五十嵐先生＞
＜国語：本澤先生＞

＜家庭科：佐伯先生＞

＜副校長：吉澤先生＞

＜英語：柳川先生＞

参
加
者
の
声

Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
お

は
よ
う
日
本
」

を
見
て
・
・
・

・
「
先
生
は

電
子
情
報

ボ
ー

ド
は

使
わ
な
い
の

」
と
言
わ

れ
た
。
（
あ

る
数

学

の

教
師
よ
り
）

・
電
子
情

報
ボ
ー
ド

も
世
の
中

に
認
知
さ

れ
て
き
た

感

じ
で
す

ね
。・

電
子
黒

板

、
一

度

実
物
を
見

て
み
た
い
で

す
。

・
今
ま
で
の

板
書
と
は
違

い
美
し
く
見

や
す
い
と
い

う
の
が
第
一

印
象
で
す
。

・
生
徒
の
授

業
に
取
り
組

む
姿
勢
が
違

っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

墨田区立鐘淵中学校
平成17年12月21日
校 長 渡 部 昭

〒131-0034墨田区堤通2-11-1
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研
究
発
表
会

ＮＨＫ「おはよう日本」

で放映！
11月18日（金）午前７時４６分

から、「おはよう日本」で「電子

黒板」の特集がありました。

当日は、朝

６時にスタッ

フの方が鐘

中に見え 、

本番に向けてのリハーサルを

何度となく繰り返していました。

３年２組

の教室

か ら の

衛星放

送 での

オンエアーでした。市倉先生

と番場先生はバッチリ写って

い ま し

た。

研究

発表会

の様子

は、読売新聞・毎日新聞・現

代教育新聞・学校教育新聞・

東日本新聞にも取り上げられ

ました。

＜ ＞清水康敬先生
＜講師：関幸一氏＞

＜パネリスト：榎本氏（江東商教諭）：遊橋氏（ＮＴＴドコモ）：内田指導主事：稲村PTA副会長＞

＜体育：番場先生・深津先生＞

＜英語：宮原先生＞

＜英語：石川先生＞

・
英
語
や

数
学
で
は
そ

の
威
力
を
感

じ
ま
し
た
。

・
生
徒
自

身
の
活
動
の

場
面
が
あ
る

と
も
っ
と
良

か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

・
先
生
が
生

徒
に
背
を
向

け
て
黒
板
に

書
く
時
間
が

少
な
く
、
生

徒
を
見
て
授

業
が
で
き
る

の
は
良
い
で

す
ね
。


